
ロジックモデルとは、事業の立案や評価を行う際に用いられる枠組み・考え方の一つで、「こ

うしたら（活動の結果＝アウトプット）」「こうなった（結果から得た成果＝アウトカム）」と

いう論理的な因果関係を順番に考えていき、ある計画が最終的に目指す目的を達成するまでの道

筋を体系的に示すものです。

最終的に目指す目的を「最終アウトカム」とし、最終アウトカム実現のために達成したい目的

を「中間アウトカム」、中間アウトカム実現のために達成したい目的を「初期アウトカム」とし

て設定します。

３

４．計画のロジックモデル



下の図は、左側（３ページ）に本計画の施策体系、右側（４ページ）に計画のロジックモデル

を示しています。

本計画のロジックモデルは、本町が目指す「自分は幸せであると感じている人が多い」を最終

アウトカムとして設定し、これを達成するために各基本目標で目指す主な成果を中間アウトカ

ム、各基本施策で目指す主な成果を初期アウトカムとして設定しています。
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